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地
域
ア
カ
デ
ミ
ア
Ｗ
ｅ
ｂ
講
座

歴
史
講
座
「
鎌
倉
時
代
の
三
浦
一
族

︱
三
浦
義
村
の
実
像
︱
」

第
２
回

公
武
関
係
に
お
け
る
義
村

二
〇
二
三
年
一
一
月
四
日

オ
ン
ラ
イ
ン

高
橋

秀
樹

は
じ
め
に

一
、
承
久
の
乱
の
戦
後
処
理

史
料
①
『
承
久
三
四
年
日
次
記
』
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
六
月
十
五
日
条

辰
の
刻
大
夫
史
国
宗
勅

だ

い

ふ

し

使
と
し
て
軍
陣
六
条
川
原
に
向
か
わ
し
む
。
官
掌
二
人
・
使
部
二
十
人
・
弁

侍

二
人
こ
れ
を
相
具
す
。

か
じ
よ
う

し

ぶ

べ
ん
ざ
む
ら
い

あ
い
ぐ

主
典
代
中
宮
権

大

属
中
原
俊
職
こ
れ
を
副
え
ら
る
。
こ
れ
関
東
の
武
士
。
故
右
府
実
朝
公
の
家
司
と
し

し
ゆ
て
ん
だ
い

ご
ん
の
だ
い
さ
か
ん

と
し
も
と

（
北
条
）

て
よ
く
案
内
を
知
ら
し
む
る
故
な
り
。
そ
の
時
武
士
幾
千
万
を
知
ら
ず
。
そ
の
中
武
蔵
守
泰
時
・
駿
河
守

あ
な
い

（
千
葉
）

（
北
条
）

義
村
・
堺
兵
衛
尉
常
秀
・
佐
竹
別
当
能
繁
等
海
道
の
手
と
し
て
面
を
立
て
下
馬
す
。
勅
定
の
趣
、
義
時
朝

臣
追
討
宣
旨
召
し
返
さ
る
べ
き
の
一
事
、
さ
ら
に
依
違
有
る
べ
か
ら
ず
。
か
ね
て
帝
都
に
参
入
し
狼
藉
有

え

い

る
べ
か
ら
ず
。
大
少
事
申
請
に
任
せ
聖
断
有
る
べ
き
の
由
な
り
。
お
の
お
の
仰
せ
を
承
り
、
禁
中
の
参
入

を
停
止
す
べ
き
の
由
こ
れ
を
申
し
上
ぐ
。
そ
の
上
内
裏
・
仙
洞
等
の
在
所
を
見
知
る
べ
き
の
由
こ
れ
を
申

し
上
げ
武
士
を
進
め
お
わ
ん
ぬ
。
そ
の
中
駿
河
守
義
村
別
し
て
宮
中
を
守
護
す
る
の
由
関
東
の
命
有
り
と

称
し
、
右
近
将
監
頼
重
等
を
差
し
遣
わ
す
者
な
り
。

（
茂
仁
）

史
料
②
『
百
錬
抄
』
承
久
三
年
七
月
九
日
条

持
明
院
入
道
宮
（
守
貞
）
の
御
子
〈
御
年
十
歳
〉
御
践

祚
の
事
有
り
。
関
東
こ
れ
を
申
し
行
う
。

史
料
③
『
賀
茂
旧
記
』（
賀
茂
社
の
神
職
賀
茂
経
久
の
日
記
）
承
久
三
年
七
月
条

同
七
月
七
日
、
す

る
が
守
北
白
河
殿
に
ま
い
り
て
、
宮
せ
め
い
だ
し
ま
い
ら
せ
て
、
お
が
み
ま
い
ら
せ
て
、
同
九
日
御
く
ら

ゐ
に
つ
か
せ
給
と
き
こ
ゆ
。

（
後
鳥
羽
）

（
後
高
倉
院
）

史
料
④
『
武
家
年
代
記
』
裏
書

承
久
三
年
条

先
院
御
領
の
所
々
を
も
っ
て
、
こ
と
ご
と
く
高
倉
院

に
た
て
ま
つ
ら
る
。
た
だ
し
武
家
要
用
の
時
は
返
し
給
う
べ
き
の
由
、
義
村
朝
臣
を
も
っ
て
申
し
入
れ
ら

れ
お
わ
ん
ぬ
。
す
な
わ
ち
許
さ
る
と
云
々
。

（
後
鳥
羽
）

史
料
⑤
『
愚
管
抄
』
巻
第
六

サ
テ
此
宮
所
望
ノ
コ
ト
ヲ
上
皇
キ
コ
シ
メ
シ
テ
、「
イ
カ
ニ
将
来
ニ
コ

ノ
日
本
国
二
ニ
分
ル
事
ヲ
バ
シ
ヲ
カ
ン
ゾ
。
コ
ハ
イ
カ
ニ
」
ト
有
マ
ジ
キ
コ
ト
ニ
ヲ
ボ
シ
メ
シ
テ
、「
ヱ

ア
ラ
ジ
」
ト
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
。
其
返
事
ニ
、「
次
々
ノ
タ
ダ
ノ
人
ハ
、
関
白
摂
政
ノ
子
ナ
リ
ト
モ
申

サ
ム
ニ
シ
タ
ガ
フ
ベ
シ
」
ナ
ド
云
タ
ヾ
ノ
御
詞
有
ケ
ル
。
コ
レ
ニ
ト
リ
ツ
キ
テ
、
又
モ
ト
ヨ
リ
義
村
ガ
思
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（
藤
原
道
家
）

（
教
実
）

ヨ
リ
テ
、「
此
上
ハ
何
モ
候
マ
ジ
。
左
大
臣
殿
ノ
御
子
ノ
三
位
ノ
少
将
殿
ヲ
、
ノ
ボ
リ
テ
ム
カ
ヘ
マ
イ
ラ

セ
候
ナ
ン
」
ト
云
ケ
リ
。
コ
ノ
心
ニ
テ
カ
サ
ネ
テ
申
ケ
ル
ヤ
ウ
ハ
、「
左
府
ノ
子
息
ユ
カ
リ
モ
候
。
頼
朝

（
藤
原
能
保
室
）

ガ
妹
ノ
ム
マ
ゴ
ウ
ミ
申
タ
リ
。
宮
カ
ナ
ウ
マ
ジ
ク
候
ハ
ヾ
、
ソ
レ
ヲ
ク
ダ
シ
テ
ヤ
シ
ナ
イ
タ
テ
候
テ
、
将

軍
ニ
テ
君
ノ
御
マ
モ
リ
ニ
テ
候
ベ
シ
」
ト
申
テ
ケ
リ
。

二
、
義
村
の
「
八
難
六
奇
」

（
藤
原
為
家
）

史
料
⑥
『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
十
月
二
十
八
日
条

夜
に
入
り
中
将
来
た
る
。（
中
略
）

（
藤
原
公
経
）（
藤
原
親
定
）

相
国
宰
相
に
付
け
て
云
く
、（
中
略
）
関
東
御
元
服
の
事
、
義
村
等
の
存
旨
な
お
測
量
し
難
し
と
云
々
。

（
藤
原
家
実
）

姓
を
得
給
う
べ
き
由
議
定
の
輩
有
り
。
こ
れ
深
く
博
陸
の
心
を
引
く
か
。

（
藤
原
道
家
）

（
藤
原
）

史
料
⑦
『
明
月
記
』
同
年
十
一
月
十
九
日
条

室
町
殿
に
参
る
。（
中
略
）
実
雅
卿
の
旧
妻
近
日
上
洛
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（
源
）

す
。
通
時
朝
臣
に
嫁
す
べ
し
と
云
々
。
義
村
知
行
の
庄
の
地
頭
と
し
て
、
年
来
訴
え
ら
れ
ず
。
心
操
上
郎

た
る
の
由
感
を
成
し
、
こ
の
婚
姻
の
儀
有
り
と
云
々
。
ひ
そ
か
に
案
ず
る
に
、
義
村
八
難
六
奇
の
謀
略
、

（
交
野
宮
）

不
可
思
議
の
者
か
。
も
し
く
は
孫
王
の
儲
王
を
思
う
に
よ
り
外
舅

を
用
い
る
か
。
近
日
昇
殿
を
聴
さ
る
と
云
々
。
老
幸
の
時
な
り
。

後
に
聞
く
、
昇
殿
僻
事
と
云
々
。

史
料
⑧
『
漢
書
』
高
帝
紀

も
っ
て
張
良
に
問
う
。
良
八
難
を

発
す
。
漢
王
飯
を
輟
め
、
哺
を
吐
く
。

や

ふ
く
む

（
陳
平
）

史
料
⑨
『
史
記
』
陳
丞
相
世
家

そ
の
後
、
常
に
護
軍
中
尉
を

も
っ
て
、
従
い
て
陳
豨
及
び
黥
布
を
攻
む
。
お
よ
そ
六
た
び
奇
計
を
出
し
、
す
な
わ
ち
邑
を
益
す
。

ち
ん
き

（
藤
原
実
氏
）

史
料
⑩
『
明
月
記
』
同
年
十
月
六
日
条

日
入
り
て
以
後
幕
府
に
詣
で
向
か
う
。（
中
略
）
義
村
深
く

（
藤
原
道
家
）

殿
下
の
御
事
を
遏
絶
す
る
の
由
聞
こ
し
め
さ
る
。
恐
惶
極
ま
り
無
し
。
関
東
奉
公
の
身
な
ん
ぞ
然
る
べ
き

（
藤
原
頼
経
）

か
。
こ
の
申
し
披
き
に
上
洛
の
志
有
る
由
こ
れ
を
申
す
。
将
軍
抑
留
の
仰
せ
に
よ
り
な
ま
じ
い
に
止
む
。

（
藤
原
親
房
）

次
男
な
お
参
ら
し
む
る
の
由
内
々
こ
れ
を
申
す
。
こ
の
事
伺
い
問
わ
る
る
の
と
こ
ろ
、
右
京
大
夫
こ
の
詞

有
る
の
由
こ
の
聞
こ
え
有
り
と
云
々
。
こ
の
事
を
聞
こ
し
め
し
、
勘
当
有
る
べ
し
。
あ
ま
つ
さ
え
朝
恩
の

（
平
）

条
事
の
憚
り
有
り
と
云
々
〈
親
房
誓
状
を
書
く
と
云
々
〉。
こ
れ
に
よ
り
親
長
ま
た
し
ば
ら
く
延
引
す
と

云
々
。
人
の
宿
運
、
自
他
ま
こ
と
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
か
。

三
、
上
洛
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

史
料
⑪
『
吾
妻
鏡
』
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
二
月
十
七
日
条

子
の
刻
御
入
洛
。
六
波
羅
御
所
〈
こ

の
間
新
造
〉
に
着
し
給
う
。
行
列
。
先
ず
駿
河
前
司
の
随
兵
〈
三
騎
相
並
ぶ
。
家
の
子
三
十
六
人
を
も
っ

て
随
兵
と
な
す
〉。
一
番
、
大
河
戸
民
部
太
郎
・
大
須
賀
八
郎
・
佐
原
太
郎
兵
衛
尉
。
二
番
、
筑
井
左
衛

門
太
郎
・
同
次
郎
・
皆
尾
太
郎
。（
中
略
）
十
二
番
、
駿
河
五
郎
左
衛
門
尉
・
同
八
郎
左
衛
門
尉
・
三
浦

次
郎
。
先
陣
、
駿
河
前
司
〈
騎
馬
。
郎
従
二
人
前
に
在
り
〉。
御
所
の
随
兵
百
九
十
二
騎
。（
中
略
）
次

い
で
水
干
を
着
す
る
人
々
〈
お
の
お
の
野
箭
〉。
一
番
、
駿
河
守
・
備
前
守
・
右
馬
権
頭
。（
中
略
）
六

（
北
条
泰
時
）

番
、
左
京
権
大
夫
〈
随
兵
三
十
人
。
水
干
を
着
す
る
侍
十
八
人
。
そ
の
外
打
ち
籠
も
る
勢
勝
計
す
べ
か
ら

（
北
条
時
房
）

ず
〉。
後
陣
、
修
理
権
大
夫
〈
随
兵
二
十
人
。
水
干
を
着
す
る
侍
二
十
人
。
そ
の
外
打
ち
籠
も
る
勢
済
々

焉
〉。

史
料
⑫
『
興
福
寺
略
年
代
記
』
暦
仁
元
年
条

二
月
十
七
日
、
頼
経
将
軍
、
泰
時
・
時
房
・
義
村
等
を

率
い
て
上
洛
す
。
春
日
詣
の
た
め
と
云
々
。

（
藤
原
頼
経
）

史
料
⑬
『
玉
蘂
』
暦
仁
元
年
六
月
五
日
条

今
日
前
大
納
言
初
め
て
春
日
社
に
参
詣
す
。
鶏
鳴
出
洛
。

藤
原
能
保
︱
実
雅＝

北
条
義
時
︱
女

︱
源
通
親

＝

︱
源
通
資
︱
︱
通
時

︱
女

︱
︱
交
野
宮

＝

高
倉
院
︱
︱
惟
明
親
王

︱
後
高
倉
院
︱
後
堀
河

︱
後
鳥
羽
院
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（
藤
原
良
実
）（
藤
原
実
経
）

予
密
々
見
物
す
〈
車
を
浄
光
院
の
東
西
に
立
つ
〉。
右
府
・
左
大
将
こ
れ
に
同
じ
。
随
兵
百
騎
輿
の
前
後

（
藤
原
公
経
）

に
在
り
。
大
納
言
肩
輿
に
乗
る
〈
輿
舁
に
伴
う
力
者
は
太
政
入
道
こ
れ
を
送
る
〉。
相
模
守
重
時
・
駿
河

守
時
盛
・
民
部
少
輔
有
時
・
右
馬
権
頭
政
村
・
武
蔵
守
朝
直
・
左
近
大
夫
将
監
経
時
・
右
近
大
夫
将
監
時

定
・
北
条
五
郎
ヽ
ヽ
・
遠
江
太
郎
光
時
・
河
内
守
光
村
・
玄
蕃
頭
基
綱
・
周
防
前
司
親
実
〈
こ
の
外
更
に

不
詳
。
委
し
く
尋
ね
記
す
べ
し
〉。
こ
の
外
修
理
権
大
夫
時
房
朝
臣
私
勢
数
十
騎
を
相
具
し
御
後
に
候
す
。

駿
河
前
司
義
村
昨
日
先
陣
、
左
京
権
大
夫
泰
時
朝
臣
・
若
狭
守
泰
村
・
下
野
守
泰
綱
、
廷
尉
・
古
老
・
入

（
北
条
朝
直
）

道
等
京
都
の
留
守
た
り
。
天
曙
の
後
帰
り
来
た
る
。
河
内
国
守
護
松
屋
を
熱
沼
池
の
辺
り
に
設
け
、
昼
の

駄
餉
の
事
有
り
。
午
の
刻
南
都
に
着
す
。
別
当
僧
正
房
宝
乗
院
を
も
っ
て
宿
所
と
な
す
〈
予
修
理
を
加
え

儲
け
を
奉
仕
す
〉。
僧
正
贈
物
を
進
む
〈
円
尋
の
不
動
と
云
々
〉。
将
軍
馬
一
疋
〈
鹿
毛
〉
を
引
か
し
め

（
讃
岐
カ
）

ら
る
。
未
の
刻
参
社
。（
中
略
）
随
兵
社
頭
に
至
る
ま
で
。
淡
路
守
護
義
村
私
勢
を
も
っ
て
春
日
山
を
囲

む
と
云
々
。

お
わ
り
に

【
参
考
文
献
】
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史
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史
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）


